
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
備
え
て

補
正
予
算
案
に
は
、
３
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
備
え

て
の
費
用
３
２
７
３
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
は
、
接
種
後
の
時
間

の
経
過
で
効
果
が
低
下
す
る

と
さ
れ
て
お
り
、
国
は
「
ブ
ー

ス
タ
ー
効
果
」
を
狙
っ
て
３

回
目
接
種
の
方
針
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。
補
正
予
算
案

は
そ
れ
に
対
応
し
、
予
防
接

種
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修
、
接

種
券
の
印
刷
・
郵
送
、
接
種

会
場
使
用
料
な
ど
２
２
３
７

万
円
、
接
種
委
託
料
１
０
３

５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
具
体
的
な
接
種
に
つ

い
て
、
11
月
以
降
に
順
次
接

種
券
を
郵
送
し
、
12
月
に
医

療
従
事
者
な
ど
へ
の
接
種
、

来
年
２
～
３
月
に
高
齢
者
な

ど
へ
の
接
種
、
４
月
以
降
に

64
歳
以
下
へ
の
接
種
と
の
見

通
し
を
示
し
て
い
ま
す
。

３
回
目
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
２
回
接
種
し
た
ワ
ク

チ
ン
と
同
じ
メ
ー
カ
ー
の
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。
ま

た
、
効
果
が
低
下
す
る
と
さ

れ
る
８
カ
月
以
内
に
、
３
回

目
が
可
能
と
な
る
よ
う
準
備

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

持
続
化
応
援
金
第
３
弾

20
％
減
で
20
万
円
支
給

経
済
対
策
と
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
、
事
業
継
続

す
る
意
思
の
あ
る
市
内
中
小

企
業
・
個
人
事
業
主
な
ど
へ

応
援
金
を
給
付
す
る
と
し
て
、

９
６
７
３
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
市
が
独
自
に
２

回
実
施
し
て
い
る
『
中
小
企

業
等
持
続
化
応
援
金
』
の
第

３
弾
で
、
今
回
は
最
大
で
20

万
円
を
給
付
し
ま
す
。

受
給
条
件
は
、
①
江
津
市

内
に
本
社
ま
た
は
主
た
る
事

業
所
が
あ
る
事
業
者
で
、
②

２
０
２
１
年
４
～
９
月
の
間

の
連
続
す
る
３
カ
月
の
売
上

の
平
均
が
、
前
年
・
前
々
年

い
ず
れ
か
の
同
期
に
く
ら
べ

て
20
％
以
上
減
少
し
て
い
る

場
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
新
聞
折
込
や
市
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る

と
し
て
お
り
、
申
請
期
間
は

10
月
25
日
～
12
月
15
日
の
予

定
で
、
江
津
商
工
会
議
所
・

桜
江
商
工
会
・
江
津
民
主
商

工
会
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

１
人
３
０
０
０
円
の

応
援
券
で
消
費
喚
起

経
済
対
策
で
は
、
ご
う
つ

地
域
応
援
券
事
業
７
９
５
３

万
円
も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
券
の
『
ご
う
つ
地
域
応
援

券
』
を
市
民
全
員
へ
配
布
し
、

市
民
の
消
費
を
喚
起
し
て
、

市
内
経
済
活
性
化
と
市
内
事

業
者
の
商
業
活
動
を
応
援
す

る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
市
民
全
員

へ
３
０
０
０
円
（
５
０
０
円

×
６
枚
）
を
配
布
し
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
２
０
０
０
円
分
を

地
元
商
店
な
ど
で
使
え
る

「
地
域
券
」
、
残
り
１
０
０

０
円
分
を
市
外
に
本
社
の
あ

る
チ
ェ
ー
ン
店
や
大
型
店
で

も
使
え
る
「
共
通
券
」
と
し

ま
す
。
ま
た
、
利
用
可
能
な

店
舗＝

事
業
加
盟
店
を
、
江

津
商
工
会
議
所
・
桜
江
商
工

会
・
江
津
民
主
商
工
会
を
通

じ
て
募
集
し
ま
す
。

10
月
25
日
～
11
月
19
日
ま

で
に
応
募
の
あ
っ
た
事
業
者

に
つ
い
て
は
、
加
盟
店
と
し

て
広
告
で
周
知
し
ま
す
（
11

月
20
日
以
降
も
加
盟
は
可
能
）
。

応
援
券
の
利
用
は
12
月
中

旬
か
ら
２
月
末
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

「
幅
広
く
活
用
」
可
能
？

臨
時
会
に
先
立
つ
全
員
協

議
会
で
は
、
制
度
へ
の
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

持
続
化
応
援
金
第
３
弾
に

は
、
20
％
減
と
い
う
設
定
に

つ
い
て
、
「
幅
広
く
活
用
し

て
も
ら
う
た
め
」
と
の
説
明

に
対
し
て
、
「
20
％
減
で
20

万
円
な
ら
、
10
％
減
で
10
万

円
、
１
％
減
で
１
万
円
と
い

う
や
り
方
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
質
疑
に
は
、

「
考
え
て
い
な
い
」
と
明
確

に
否
定
。
設
定
は
商
工
団
体

と
の
協
議
に
よ
る
と
し
、
商

工
団
体
も
「
納
得
し
て
い
る
」

と
し
ま
し
た
。

地
域
応
援
券
に
は
、
加
盟

店
募
集
に
つ
い
て
、
参
加
し

た
く
な
い
事
業
者
の
申
告
制

や
持
続
化
応
援
金
の
申
請
書

で
加
盟
の
確
認
を
す
る
な
ど
、

手
続
き
の
簡
素
化
が
問
わ
れ

ま
し
た
が
、
市
執
行
部
か
ら

は
否
定
的
な
反
応
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
案
は
議

員
全
員
が
賛
成
し
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市

議
団
も
「
不
十
分
で
は
あ
る

も
の
の
、
必
要
な
施
策
」
と

し
て
賛
成
し
ま
し
た
。

市
民
の
陳
情
に
は
反
対

市
長
に
は
賛
成

持
続
化
応
援
金
第
３
弾
に

つ
い
て
は
、
６
月
定
例
会
へ

市
民
か
ら
実
施
を
求
め
る
陳

情
が
あ
っ
た
も
の
の
、
自
民
・

公
明
系
会
派
の
反
対
で
不
採

択
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
回
の
臨
時
会
で
市
長

が
予
算
案
と
し
て
提
案
す
る

と
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
（
左
上
表
参
照
）
。

市
内
事
業
者
が
、
経
済
対

策
の
早
期
実
施
を
求
め
る
状

況
で
、
第
３
弾
の
実
現
ま
で

陳
情
提
出
か
ら
５
カ
月
が
か

か
り
、
陳
情
の
不
採
択
が
早

期
実
現
に
水
を
指
し
た
格
好

で
す
。
陳
情
に
反
対
し
た
会

派
・
市
議
が
、
そ
の
過
去
を

ど
う
省
み
て
い
る
の
か
、
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
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２０２１年１０月２４日

森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

江
津
市
議
会
臨
時
会

コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
経
済
施
策
を
可
決

18
日
、
江
津
市
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
山
下
市
長
提

案
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
、
総
額

２
億
９
０
０
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

可
決
し
た
も
の
の
問
題
点
も

使
い
勝
手
の
良
い
制
度
設
計
を

持続化応援金第３弾への態度

所属会派 氏名 陳情 予算

日本共産党
江津市議団

多田伸治 〇 〇

森川よしひで 〇 〇

市民クラブ
植田好雄 〇 〇

森川和英 〇 〇

政友クラブ

山根兼三郎 × 〇

森脇悦朗 × 〇

石橋孝義 × 〇

田中直文 × 〇

新政クラブ

坂手洋介 × 〇

鍛治恵巳子 × 〇

河野正行 × 〇

藤田厚 × 〇
永岡静馬 議長

会派なし 藤間義明 × 〇

〇:賛成 ×:反対



３
年
連
続
の
黒
字
決
算

特
別
委
員
会
に
は
、
済
生
会

か
ら
内
部
宏
事
務
常
務
理
事
・

秀
浦
康
事
務
参
事
が
出
席
し
、

①
済
生
会
江
津
総
合
病
院
の
現

状
と
決
算
の
概
要
、
②
病
院
の

課
題
、
③
今
後
の
運
営
方
針
の

３
点
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

病
院
の
経
営
状
況
と
し
て
は
、

江
津
市
か
ら
の
支
援
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の

補
助
金
な
ど
に
よ
り
、
３
年
連

続
の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
も
の

の
、
入
院
患
者
・
外
来
患
者
の

減
少
に
よ
り
、
病
床
利
用
率
が

低
下
し
て
お
り
、
医
療
事
業
収

益
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

説
明
で
は
、
２
０
２
０
年
度

に
江
津
市
が
済
生
会
江
津
総
合

病
院
へ
、
医
師
・
看
護
師
の
確

保
と
離
職
防
止
、
経
営
改
善
支

援
（
医
療
機
器
整
備
）
な
ど
を

目
的
に
、
３
億
１
１
２
０
万
円

の
補
助
金
を
支
出
し
た
こ
と
に

も
触
れ
つ
つ
、
し
っ
か
り
と
し

た
病
院
経
営
を
行
う
に
は
、
現

在
の
病
院
規
模
が
過
大
で
あ
る

こ
と
、
依
然
と
し
て
医
師
・
看

護
師
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

看
護
師
数
は
過
去
最
低

今
年
春
に
常
勤
の
小
児
科
医

の
確
保
が
で
き
た
こ
と
で
、
医

師
数
は
16
人
ま
で
回
復
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
看
護
師
に
つ
い

て
は
、
離
職
や
60
歳
代
の
定
年

退
職
に
よ
る
減
少
に
対
し
て
、

新
卒
看
護
師
を
確
保
で
き
ず
、

過
去
最
低
の
１
２
６
人
と
な
っ

て
お
り
、
厳
し
い
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
、
入
院
患
者
数
が
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
へ
の
対
策
と
し
て
、

割
高
と
な
る
も
の
の
民
間
の
派

遣
会
社
か
ら
の
看
護
師
３
人
を

受
け
入
れ
、
医
療
体
制
を
維
持

し
つ
つ
、
学
生
向
け
求
人
情
報

の
発
信
や
奨
学
金
制
度
の
充
実
・

強
化
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
高
校
生
へ
働
く

場
と
し
て
の
病
院
紹
介
も
行
っ

て
お
り
、
将
来
的
な
看
護
師
確

保
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

定
年
延
長
の
導
入
や
入
職
支
援

金
（
50
万
円
）
の
拡
充
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
後
の
看
護
師
確
保

の
見
通
し
は
、
島
根
県
立
大
学

や
石
見
高
等
看
護
学
校
の
新
卒

か
ら
５
人
程
度
と
し
て
い
ま
す
。

医
療
と
介
護
の
連
携
強
化

で
利
便
性
向
上
目
指
す

こ
の
春
か
ら
、
江
津
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
済
生
会

院
内
へ
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、

病
院
退
院
後
の
対
応
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
利
便
性
は
向
上
し

た
も
の
の
、
入
退
院

を
繰
り
返
す
人
の
在

宅
時
の
介
護
、
他
の

介
護
施
設
や
保
健
所

な
ど
と
の
連
携
に
課

題
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
院
内
に
設

置
し
た
意
見
ボ
ッ
ク

ス
な
ど
で
、
患
者
や

そ
の
家
族
の
声
を
聴

い
て
い
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
病
診
連
携
（
か
か
り

つ
け
医
の
推
進
）
で
は
、
市
内

の
各
診
療
所
と
医
薬
品
の
共
同

購
入
で
、
経
費
削
減
に
つ
な
げ

て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

新
た
な
看
護
師
の
確
保
も
重

要
で
す
が
、
現
在
働
い
て
い
る

看
護
師
の
離
職
防
止
も
大
切
で

す
。
市
議
会
の
質
疑
に
よ
れ
ば
、

確
保
し
た
看
護
師
へ
の
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
、
離
職
し
た
看
護
師
へ

「
な
ぜ
辞
め
る
の
か
」
の
聴
き

取
り
な
ど
は
十
分
に
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
取
り

組
み
が
働
き
や
す
い
環
境
を
つ

く
り
、
看
護
師
の
確
保
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
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地
球
温
暖
化
の
知
見
を
と
り

ま
と
め
る
国
連
の
研
究
機
構

「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
機

関
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
」
が
、

報
告
書
を
公
表
し
ま
し
た
。

報
告
書
は
、
人
間
の
活
動
が

地
球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
し
た

の
は
「
疑
う
余
地
が
な
い
」
と

断
定
。
世
界
各
国
が
温
暖
化
対

策
を
大
幅
に
進
め
て
も
、
産
業

革
命
以
前
と
比
べ
て
の
世
界
の

平
均
気
温
上
昇
は
、
今
後
20
年

間
で
１
・
５
度
に
達
す
る
と
予

測
し
ま
し
た
。
温
暖
化
対
策
の

国
際
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
も
、

気
温
上
昇
を
２
度
未
満
、
可
能

な
ら
ば
１
・
５
度
に
抑
え
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

化
石
燃
料
へ
の
依
存
が
続
く

と
最
悪
の
場
合
、
２
１
０
０
年

の
気
温
は
５
・
７
度
上
昇
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
す
ぐ

世
界
各
国
が
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
を
進
め
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
れ

ば
、
一
時
的
に
１
・
５
度
を
超

え
て
も
、
今
世
紀
末
に
は
１
・

４
度
に
戻
る
可
能
性
も
示
し
、

「
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
」

と
警
告
し
ま
し
た
。

こ
こ
50
年
間
の
気
温
上
昇
は
、

過
去
２
０
０
０
年
間
で
最
も
早

く
進
み
、
気
候
災
害
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。
１
・
１
度
上
昇
の

現
在
で
も
、
50
年
に
一
度
の
熱

波
が
４
・
８
倍
、
10
年
に
一
度

の
豪
雨
が
１
・
３
倍
、
農
業
や

生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
干
ば

つ
が
１
・
７
倍
に
増
加
。
温
暖

化
が
進
め
ば
、
さ
ら
に
極
端
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
暖
化
を
止
め
る
上
で
、
こ

の
秋
に
は
と
て
も
重
要
な
機
会

が
控
え
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
地
球
温

暖
化
対
策
計
画
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
の
素
案
を
示
し
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
総
選
挙
で

す
。
岸
田
自
公
政
権
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
を
「
２
０
１
３
年
比

で
46
％
削
減
」
と
発
表
し
ま
し

た
が
、
国
連
の
目
標
よ
り
低
く
、

他
の
先
進
国
と
比
較
し
て
も
不

十
分
で
す
。
し
か
も
、
石
炭
火

力
発
電
所
の
増
設
や
最
悪
の
環

境
破
壊
を
も
た
ら
す
原
発
に
依

存
す
る
前
提
の
目
標
で
、
あ
き

れ
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
市
民
連
合
と
日
本
共

産
党
・
立
憲
民
主
党
・
社
民
党
・

れ
い
わ
新
選
組
の
野
党
４
党
が

合
意
し
た
共
通
政
策
で
は
、

「
原
発
の
な
い
脱
炭
素
社
会
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
総
選
挙
を
温
暖

化
を
止
め
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
ま

し
ょ
う
。

深
野
政
勝

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（
敬
称
略
）

気
候
危
機
回
避
は
時
間
切
れ
の
瀬
戸
際

取
り
組
み
の
現
状
と
今
後
は

済
生
会
江
津
総
合
病
院
の
経
営
状
況

14
日
、
江
津
市
議
会
の
地
域
医
療
対
策
特
別
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
済
生
会
江
津
総
合
病
院
の
２
０
２
０
年
度
決
算
と
病
院
運
営

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

17
日

17
日

17
日

16
日

15
日

15
日

14
日

小

川

リ

マ

コ

丸

田

侑

弘

山

下

武

夫

森

田

和

代

金

川

め

ぐ

み

森

秀

明

和

田

良

一

（
90
）

（
84
）

（
78
）

（
89
）

（
50
）

（
71
）

（
89
）

黒

松

町

嘉

久

志

町

桜

江

町

八

戸

浅

利

町

桜

江

町

市

山

渡

津

町

波

子

町

済生会の医師数

診療科 常勤医師

循環器科 ４人

消化器科 ２人

内科 １人

小児科 １人

外科 ２人

整形外科 １人

皮膚科 １人

産婦人科 ２人

脳神経外科 １人

療養病床 １人

合計 １６人

2021年4月時点


